
大くくりなまとまりでの評価 

 

 

 

 

 

 

 

■授業の記録を残した道徳記録ノートとワークシートから評価につなげる例 
 
▷授業中，積極的に発言する児童 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 蓄積した学習状況の記録を基に，評価につなげるときに大切なことを 
教えてください。 

 
授業の記録を残した道徳記録ノートや児童生徒が書いたワークシートを基

に，児童生徒がいかに成長したかを積極的に認め励ます視点から評価を行う

ことが大切です。 

     ＮＯ．３  Ｃ子 

①６／23 ドッジボール （善悪の判断） 

授業中は反対の立場の「言えない」と言った児

童の気持ちも理解しようとしていた（発言）○自  

 

④７／14 日曜日のバーベキュー（規則の尊重） 

登場人物の人間の弱さに共感していた○自（発言）

→きまりを守る意義を自分なりに考えている。 

○自  

⑫10／28 卓球は四人まで（友情・信頼） 

導入時…相手の気持ちを考えて，言葉に気を付

けている（発言）中心場面…友達の考えをよく

聞き自分の考えと比較して，発言をつなぐ。（板

書の写真）○多 ○自  

 

教材の登場人物と自分を重ねながら学習に取り組み，自分にとって何が大切かを

考えていました。きまりについての学習では，きまりの意義について自分やまわ

りの人たちが気持ちよく過ごすためにあると深く考えていました。 

 

どの授業においても友達の話をよく聞き，自分の考えも発言していました。「ド

ッジボール」の学習では，自分と異なる立場の考えも理解しつつ，正しいことは

はっきり言った方が良いと，自分の考えを持ちました。 

読み物教材の登場人物と自分を重ね，道徳的価値に関わる問題について主体的に

考えていた。自分と異なる立場の考え方を理解しようとし，これからの自分の生

活に生かそうとしていた。 

道徳的価値の理解を「自

分自身との関わり」の中

で深めている通信票の

記述の例   

「一面的な見方から多

面的・多角的な見方」へ

と発展させている通信

票の記述の例 

指導要録の記述の例 

道徳記録ノート ワークシート 

 

 

 

７／14 日曜日のバーベキュー 

 

 

 

 

 

 

 

きまり 

気持ちよく 

した。 

きまりの 
６／23 ドッジボール 

          ４年  Ｃ子 

 

 

 

 

 

 

 

自分が本当の事を知っていたら自信を持

ってはっきりと言おうと思った。言いにく

くても本当の事を言ったら，誰かが気付い

てくれて賛成してくれると思う。        

正しいと思ったことを判断するために

大切なことについて考えよう 

言
え
な
い 

言
う 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

▷授業中，発言が少なく，書くことが苦手な児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 友達と関わるときに大切なことについ

て考えよう。 

     ＮＯ．４  Ｄ男 

 

④７／14 日曜日のバーベキュー（規則の尊重） 

声掛けをして，終末「社会のきまりはみんなで使

うものだから大事にしよう」と記述し，みんなが

笑顔でいられるようにと発言。○自  

⑫10／28 卓球は四人まで（友情・信頼） 

導入時…友達がいて良かったのは友達に良いと

ころをほめてもらったとき（発言）授業中は，教

材の中の「しゅん」の気持ちになり，判断を誤っ

た根拠を様々な視点から考えていた（発言）○多  

⑬11／4  雨のバスていりゅう所で（規則の尊重） 

友達の話を聞き，みんなのことを考えるといいん

じゃない？とつぶやく。○自  

 

授業中は自分が教材の登場人物の立場ならどんな気持ちになるのかを考えながら

発言するようになりました。「卓球は四人まで」の学習では，友達と関わるときは，

相手を傷付けないように，話し方に気を付けようと考えていました。 

「きまり」についての学習では，教材の内容と自分の生活を照らし合わせながら

考えていました。「日曜日のバーベキュー」の学習では，きまりはみんなが笑顔で

気持ちよく過ごすためにあると考えていました。 

読み物教材の登場人物に自分を置き換えて考えていた。道徳的価値を理解するこ

との難しさを感じた上で，大切なことを考えようとしていた。 
指導要録の記述の例 

道徳記録ノート ワークシート 

話すことや書くことが苦手な児童生徒には，机間指導の際に聞き取りを行い，その場

面で認め励ますようにしました。そうすることで，自信を持って発言できるようにな

った児童生徒もいます。授業後，忘れないうちに見取ったことを記録に残しておくこ

とが大切だと感じました。 

「一面的な見方から多

面的・多角的な見方」へ

と発展させている通信

票の記述の例 

道徳的価値の理解を「自

分自身との関わり」の中

で深めている通信票の

記述の例   

11／４ 雨のバスていりゅう所で 
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きまりに 10／28 卓球は四人まで 

          ４年  Ｄ男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友達と関わるときは後かいしないように

したい。              

                   

楽しめなかった 

「しゅん」くん 

とおるは 手伝
ってく れ た の

に… 

友達と関わるときに大切なことにつ

いて考えよう。 

 
とおるに悪いこと

したな 

後かい 
言 わ な け れ

ば良かった 

 

前時まで，発言や記述がほとんど見られな

かったので，授業中に聞き取りを行い,認

め励ましたところ，発言につながった。 


